
植物科名の統一
本 田 正 次

本稿は昭手間O年8 月29目、京会主催、安防ト指導研究! なし堂々としかも安心して教育に、研究に使用して
会の折、静H京市柳高校講堂において、講師東大教授本| いただきたい。一昨年 7 月発表されたものは第 1部と
問主次博土の講演の大要である。 I して種子積物部門にl浪られたが、今後はまとまり次第
なお、京国博士の御l講演のように科名が決定L まし l他の部分も発表される予定となっている O

たので、附録で室井が今仮にイロハ 11医に並べてみまし| 標準科名の選定に当ってその基準とされた諸点は大
た。表中( ) のある科名のうち、肉太字は新科名( 体次のようである。すなわち①現生情物で日木産ある
で、普字は! 日科名である。( ) のないものは従前適 iいは日本で栽培されているもの、①現在広〈用いられ
りのものである。 | ているもの、①わかりやすい名であること、@ 他の科
詳細は次の文献を参照していただきたい。 I名と混同されるおそれの少ないもの、①語ろのよいも
伊藤洋、高等植物分類表、北隆館〈定価130円〉昭和| のなど…がそれで、従って必ずしも古い科名が採用さ
28年再版 〈文責室井縛) Iれておらず、たとえ語源的には間違っておっても影用
教科書を扱う時にも参考書を読む場合・でも、また教| を鷺んじて採賠されたものもある。また現行の科名が

育に、研究に、植物の科名が学者により書物により非! 著しく不適当であると考えられた場合にはこの会で新
常にまちまちであるから取扱いの上に甚だ不便である l定した名を与えたこともある。
という芦を聞くのはずいぶん久しい前からのことであ[ 今次の標準科名制定の目的は分類その物の標準を示
った。そして純研究者は別として実際の教育指導に当| したものではないから、一科を数個の科に分割するよ
っておられる小中高校の先生方から何とかして統ーの| うな意見にまでは千渉していない。たとえばパラ科を
ある標準の科名を制定してほしいという要望も忍の耳| 四つに分けて、 νモツク科、ナジ科、パラ科狭義の、
に一帯でなかった。弘自身もあらゆる見地からこのこ! ナクラ科にしようと、あるいはもとのままのパラ科
とを痛感していたので、植物科名の統一の問題につい| だけですまそうと、そのへんのことは全く随意になっ
ての私見をある学術雑誌に発表したところ、かおて畏| ており、あくまで名前の問題だけにとどまっている。
敬おく龍わざる積学牧野富太郎博士から癒烈な大叱責| 以上述べた結果の全部の一覧表は植物学雑誌第65容
を頂戴したことは私の最も意外とし、また最も遺憾と| の 200ページ以下を見てもらえば一番よくわかること
するところであった。私の述べた趣意はそれまでイネ| であるが、それを御覧になれない事情のある方の為
法科とかi / ; J 科とかのように樋物の代議種名を冠した lに、一覧表の中から特に注意すべき科名だけをここに
科名に全部を統一するのが学聞を進める上にプラスだ| 紹介しておきたいと思う。だからここで特別に取り上
というのであったが、牧野博士はまっこうから訟の意 lげないものは、たとえばユリ科・ラシ科・クワ科・タ
見に反対されたのであった。しかもその反対の理由と| デ科・マメ科・ブドワ科・クリ科・キク科などのよう
しては一言半句も述べられなかったので、私には今も| に従来の呼称そのままが採用されているものと考えて
って同博士の真意が不可解のままである。 Iいただいて結構である。
しかしそれはそれとして縞物科名の統ーのことや、 |  僚子植物の中の科名では、別段に取り出して書くべ

標準科名の制定を必要とする私の考えは牧野博士の反| き程のものもない。
対に会ってもいささかたり長も変わるところがない。 I 被子植物の中の双子葉類ではいろいろと注意すべを
それどころか訟のこの考え方はその後ようやく専門学| ものや変わった点があげられるが、まずドクダミやノ、
者特に分類学者の聞にも関心が持たれるようになり、 | ングνヨクの属するハングνヨク科はドクダミ科に統
1948年以後全国の植物分類学者が数次の会合を重ねて| ーされた。これはドクダミがハシグV ヨクにくらべて
意見の交換をなした結果、日本植物分担学会の名をも| 普通である上に、名前も短くてすむからである。従来
って、昨年の 7 月「樋後科名に関する標準和名表」な| チヤラシ科ともいわれていたものはセシリヨウ科に決
るものを槌物学雑誌上で公表する段取りにまで立ち至| まってもかえって長くなった様であるが、チヤラシは
った。これはもちろろんある特定の個人の怠見ではな| 外国産である上にセンリヨクうがよく知られていない
くて、白木の組物分類学者の総意と見てさしっかえな! 為であろう。カパノキ科は私は前にはνラカンパ科と
いから、今後はこの標準和名をだれに遠慮することも lいう名を採用したことがあった。そのわけはカパノキ
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の名は通常νラカシパ、ダケカシバ、マカシパなどの
総称であるので、特定の種名iノラカジノミを科名に用い
たのであるが、今回カバノキ科に統ーされた。次に従
来のヒツジグナ科は今回スイレシ科となったが、スザ e

レシの方が短い上に世間によ< J j 至った呼称だからであ
るo また従来最も普通にワマノアV ガタ科の名で呼ば
れ、あるいはギツネノボタシ科と称せられたものは今
度の話し合いでキンポウゲ科になった。これも字数が
少ない上に普からの通り名だからであろう。メギ科を
へビノボラズ科と書いてある書物もあるが、これぬ問
題なく簡潔なメギ科にしくはない。アオツヅラフジ科
の名も長過ぎるのでツズラフジ科に統一された。今回
アブラナ科に統一されたものは久しい間十字科または
十字花科で適された名であり、またそれを日京読みに
直したジブジパナ科などの名が消えたことは私のかね
ての主張が全面的に通ったこえになった。 i才グリカ
食虫植物の仲間に私はかつて自分の本にへイνソワ科
と書いたことがあったが、今回学名の読みそのままに
サラセz ア科となった。とれはへイνソワなどとわけ
のわからぬ名を冠するよりも学名そのままの方がいく
らまむかもわからぬ。日: : $ : にもある食虫植物の仲間で
従来はイνモチグワ科と呼ばれていたものは、イνモ

{ ソ

チダクよーりお一層代表的な種類であるモヴセシゴケの
名を科名につけて、今後はモクセシゴケ科と統一的に
呼ぶことになった。パラ科の名は従来も普通に用いら
れていたが、イパラ科と唱えられたこともあるので、短
くて普遍性のあるパラ科に決まったことはいうまでも
ない。従来長い間へシルクダ科の名で通り、またマヅ
カゼソワ科などの名もできたが、今回の攻り決めでは
思い切ってミ力シ科と呼ぶことになった。和名にヘシ
ノレヲダの名はおよそナシセシスであり、マツ，カゼソク
は日本自生の種類で結構ではあるが、ミカシの名の簡
単明瞭でごしかも日木人の感覚にぴったり来る点で、
5 f I 日名としてこの名にまさるものはあるまい。これまで
しばしばタカトワダイ科と呼ばれていたものはトウタ
イゲサ科となった。穿数は同じであるが、代表種とい
う意味ヲごあろ. ? 0 小さい科でミズハコベ科ともアワゴ
ケ科ともいわれていたものはもちろん字数の少ない後
者に決まった。従来のツノレワメモドキ科も同犠の盟由
で= シキギ科がよいことになった。アオカズラ科がア
ワブキ科になった理由には字数が少ないという外にア
ワブキの方が地理的分布に普通性があるからである。
今回ツリフネソウ科と呼ぶことに決まった科は従来は
よくホウゼンカ科と呼ばれたが、第一科の語手が悪
く、その土ツ yフネソクが日本自生なのに対してホク
センカは外来の栽培種だからという理由で、かく改め

) ふ刊

シヤ科になった。目太にも数種類をかぞえる菱性種類
の仲間でしばしばナノレナジ科の名で呼ばれたものはマ
タタピ科に統一された。 ;，弘j'.

ノミシヤにしてもマタタピにしても用途に伴なうその
名の普遍性が買われたもので、ある o '  J  

熱帯産の果関パパイアの扇する科は; ( 1 . の京にチチワ
リノキ科と書いたこともあったが、もちろん今回のパ
パイア科が決定的である。私の木にマヤプV キ科と書
いてあるものには今回ハマザクロ科という全くの新和
名が与えられた。ブトモモ科にはこの外テンニシカ科
という名もあったが、ホクセシカ科が不採用になった
と同じ理由で、語ろの上からも字数の上からもフトモ
モ科が残されることになった。セリ科が織形科といわ
れたことはも早昔の諮りぐさで、これを焼き直したカ
ラカナパt科も所属植物の種名を作表して炉ないとい

s う厳然たる理由の下に廃止と決定。容の七草の隠ーに
歌われ、食用植物として日本民衆と最も深い関係を有
し、しかもわずか二字のセリが科名の代表として選ば
れたのも道理である。
νャクナグ科の名はよく人口に臆またしたが、今回は

今まで多くの例で述べたとおりの理由でツツジ科の名
が選ばれることになった。チユクイシガムの原料とな
るナボタ樹の震する科はアカテツ税かクロテツ科かで
だいぶ委員の聞で問題になったが、ついに前者に決定
した。モクセイ科をヒヒラギ科と書いた審物もある
が、これは慣用を重んじてモクセイ料の名対顔され
た。フジヴツギ税をマナシ科という場合・もあるが、とん
の場合はたとえ字数は多くても日本自生の種類の名を
冠した前者が合・盟的と考うべきである。同様の理由で
ガガイモ私が、トワワタ科かの選択に当つては当然前
者が選ばれることになった。長い間十字、織形科など
と同列に扱われて来た震形科は牧野博士によってせっ
かくクデビノレパナ科と改革訴されたけれども、これでは~
植物種名を基調にしない改名だけに意味をなさないの
で、今回シソ税という簡単明瞭で、しかも企画にあっ
た科名に落着したことは甚だ喜ばしい。 オ十 1き ~
単子薬類の中でナジオモダカ科などという長い科名
もあるが、今回はやはり従来広く用いられて来たオモ
タ力相の名が採用された。ドナカガミ科も従来の慣用
になるトチカガミ税の方が選ばれた。十字科・織形科
.  J . l ま形科とともに禾本科の名も一般に普及してはいる
が、植物種名で代表されていないので統一企画の上で
落第。これに代って一部で用いられているホモノ科も
同じ理由で採用の限りでなく、日木の代表的栽培穫で
あるイネを基にしたイネ税が確認されたことは徽形科
のセリ科・震形科のキノソ科とともに誠に当を得た措置

られた己南洋の樹種でキワタ科と称そらi t ，たものはパ| というべきである。ャシ私とYユロ科とでは前者の方
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が採用と決った。従来長〈使われたテシナシジヨク科
はサトイモ科となったが、この科名は牧野植物図鑑に
も出ている。日京人には多く瞳詰で知られているパイ
ナップルの属する科はこれまでアナナス科と称せられ
ていたが、今回日本植物分類学会の創意でパイナツブ
jレ和という新和名が下された。これと全く同議な例は
従来のダンドク科がカシナ穏という新和名に変わった
ことである。アナナスよりもパイナップノレ、ダシドク
よりもカシナの方がはるかに通りがよいからである。
従来イ科といわれた P トクνンソワ科と呼ばれたりし

きらいがある。
以上で大路の説明を終ったが、これによって教育
上、研究上に確閏たる拠点を得たことになるので、学
問の進歩に寄与するところが大きい。
最後に蛇足ながら附け加えておきたいことは漢字で

書いた科名、たとえば十字科・右竹科・毛支科・蓄猿
科・大戦科・縦形科・屋形科・禾本科・海草科などを
用いないことである。たとえ名前の上では今回も採用
に決定したマメ科・キク科・ラシ科のごとさも、豆科
・菊科・蘭科などとは警かないように注意したい。植

ていたものは、字数ではその中間のイゲザ科に決定し i物の名はこれを植物学的に取扱う時に限ってカナで書
た。いかに何でもイ科ではあまりに呼称が短かすぎる; くのが原則となっているからである。

附 録

アオイ
アオカズラ〈アワプキ〉
アオギリ
アカグ
アカテツ〈クロテツ〉
アカパナ
アカネ
アケビ
アナナス

〈パイナアップル〉
アブラナ〈ナタネ、

ジユクジ〉
アマ
アヤメ〈イチハツ〉
ア 9 ノトクグナ
アワゴケ〈ミズハコベ〉
アワプキ〈アオカズラ〉
イ( イゲサ〉
イイギリ
イゲサ
〈トクジシソク・イ〉
イνモチソワ

〈モウセシゴケ〉
イソマツ〈ノ、マサジ〉
イチイ
イテハツ〈アヤメ〉
イチヤクソワ
イチヨク
イヌカユ
イパラ〈パラ〉
イネ〈カホシ、ホモノ〉
fラクナ

事ヰ 名 .闘修司. 賢 表
イワヲメ
イワタバコ
イワヒノミ
クエノレタイツテア
ヲキクナ
クコギ
クツポカズラ
クマノアνガタ

( キシポウゲ〉
クマノスズクサ
クラジロ
ワラポν
ワリ
クリノキ
ウルシ〈ハゼノキ〉
エゴノキ
オオパコ
ォνロイパナ
オトギ D ソク
オミナヱシ〈カノコソヲ〉
オモダカ
カエデ
ガガイモ
カキノキ
カクト〈プナ〉
カタパミ
カツラ
カニクナ
カノコソク〈オミナヱシ〉
カバノキ〈νラカシパ〉
カホ γ 〈イネ〉

ガマ
カヤツリゲサ

〈スグ、ハマスグ〉
カラカサパナ〈セリ〉
カワゴケソク
ガシコクラ y

カシナ〈ダシドク〉
カシラ〆
キキヨク
キク
キジノオi / :ダ
キツネノマゴ
キブジ Cキプシ〉
キプシ〈キブジ〉
キヨクチクトワ
ギヨリユク
キシトラノオ
キンポウゲ

〈クマノアジガタ〉
クサトベラ
クス〈クスノキ〉
クスノキ〈クス〉
クズクコシ
クチヒワレパナ〈シソ〉
グネヅム
クマツヅPラ
グミ
クリ〈プナ〉
クロクメモドキ
クロタキカズラ
クロテツ〈アカテツ〉
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クノレミ
クワ
ケ ν
グシナシ〈ゴマノハゲサ〉
グシノ色/ ヨクコ

コカノキ
コケジノブ
コ色ノヨヲ
コマ

〈フウロソウ〉

ゴマノハゲサ〈グシナシ〉
サガ D パナ
サクラソク
ヂクロ
ザクロソウ〈ツノレナ〉
サずシカ〈ツバキ〉
サトイモ

〈テンナシtノヨク〉
ナポテシ
サラセ= ヤ〈へイνソクコ
ナノレナν〈マタタビ〉
サンケイ〈セリ〉
ナシV ヨクモ
νクシジ
シソ〈るノシケイ、

クチヒツレパナ〉
V ナノキ
ジパナ〈ホロムイソウ〉
νヤクナグ〈ツツジ〉
ジユクカイドク
ジユクジ〈アブラナ〉



γユロ( ヤシ〉
ショウガ〈ミョウガ〉
vラカンパ〈力1'1，ノキ〉
γングイ〈シソ〉
ジンチヨクグ
スイカズラ
スイセシ〈ヒガシパナ〉
スイレシ〈ヒツジグナ〉
スギ
スギナモ
ヌグ〈カヤツリゲサ〉
スズカケノキ
スベリヒユ
スミレ
セキチク〈ナデシコ〉
セリ〈ナシケイ、

カラカナパナ〉
セシダy
セシリヨウ〈テヤラシ〉
ソテツ
ソヨゴ〈モチノキ〉
ダイグキ〈トウタイゲサ〉
タカトクダイ

〈トウタイゲサ〉
タコノキ
タνロイモ
タデ
タヌキアヤメ
タヌキモ
ダシドク〈カシナ〉
チヤラン〈セシリヨウ〉
ツグ
ツチトリモナ
ツツジ ( Vヤクナグ〉
ツヅFラフジ
ツノゴマ
ツパキ〈サヂシカ〉
ヅユクナ
ツリフネソウ

〈ホワセシカ〉
ヅノレクメモドキ

( = シキギ〉
ツルナ〈ザクロソウ〉
ヅノレムラサキ
デンジソワ
テンナシ乙ノヨク

( サトイモ〉
テシニシカ〈フトモモ〉
トクエシソク

トクνシソヲ〈イゲサ〉
トウタイゲサ( タカト

クダイ、ダイグキ〉
トタツノレモドキ
トキワギヨリユク

〈モクマオウ〉
ドクヲツギ
トクナ
ドクタミ〈ハシグジヨク〉
トケイソク
イチカガミ
トチユク
トチノキ
トベラ
ナス
ナタネ〈アブラナ〉
ナデシコ〈セキチク〉
ナy ヨクスギ
ユガナ
ニクズク
ニ= シキギ〈マユミ、

ツノレクメモドキ〉
ニレ
ノクゼシカズラ
ノクゼシハレシ
ノボタン
パイナップル

〈アナナス〉
ノ、イドクソウ=

ノ、ェドクソワ
ハイノキ
パνョワ
ハスノハギロ
ノ¥ ゼノキ( ウルシ〉
ノ、ゼリソヲ
ハナイ
ハナνノブ
ノミナマソワ
ノ、ナヤスリ
パパイヤ
ハマクツボ
ハマザクロ〈マヤプV キ〉
ハマサジ〈イソマツ〉
ハマジシチヨク
ハマスグ〈カヤツリゲサ〉
ハマピジ
パラ〈ノイノミラ〉
ハシグνヨク〈ドクダミ〉
ハンノキ〈カパノキ〉
パシヤ

;;9 

パシレイν
ヒイラギ( モクセイ〉
ヒカグノカズラ
ヒガンバナ〈スイセン〉
ヒツジグナ〈スイレシ〉
ヒナノ vヤクグヨク
ヒノキ
ヒメノ、ギ
ビヤクタ.シ
ピヤクプ
ヒユ
ヒルガオ
ヒノレギ
ヒノレムジロ
フクチヨクヅク
フウロソウ

〈グシノ V ヨウゴ〉
ブワチヨヲソク
ブクロユキノ V タ
フジウツギ〈マチシ〉
ブタパガキ
プドク
フトモモ〈テンニジカ〉
ブナ〈カクト、クリ〉
ヘイνソヲ〈サラセ= ア〉

コ
ヘピノボラズ〈メギ〉
ベニノキ
ベシケイソワ
ヘシノレクダ〈ミカシ〉
ホクセシカ

〈ツリフネソウ〉
ホνクナ
ホモノ〈イネ〉
ホノレトノキ
;.Kロオミロノキ
ホロムイソウくνパナ〉
ホンゴワソク
マオヲ
マキ
マタタビ( ナノレナ v )
マチン〈フジウツギ〉
マツ
マヅモ
マツカゼソク〈ミカシ〉
マツパラシ
マツム色/ ソク
マメ

マユミ( = シキギ〉
マヤプνキ( ハマザクロ〉
マシサク
ミカ;. . . (マヅカゼソク、

ヘシノレクダ〉
ミクリ
ミズアオイ
ミズキ
ミズニラ
ミズハヨベ〈アワゴケ〉
ミズワラビ
ミソノ、ギ
ミゾハコベ
ミツノミクツギ
ミョウガ〈νヨウガ〉
ムクロジ
ムラナキ
メギ〈へビノポラズ〉
モウセシゴケ

くイ色/モチック〉
モクセイ〈ヒイラギ〉
モクセイソヲ
モクマオウ
( トキワギヨリユク〉

モクレγ
モチノキ〈ソヨゴ〉
ヤシ ( vユロ〉
ヤ' ツコソク〈ラフレシヤ〉
ヤドリギ
ヤナギ
ヤブコウジ

〈ヤマタチバナ〉
ヤマグノレマ
ヤマゴボヲ
ヤマタチパナ

〈ヤブコウジ〉
ヤマトグサ
ヤマノイモ
ヤマモガジ
ヤマモモ
ユキノνタ
ユリ
ラフレシヤ〈ヤツコソク〉
ブシ

3ユクビシタイ
リヨクフ'
リシドク
レースソク
レシブ。クソワ
ロクノミイ
ワサビ


